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天羽正人さん

行政懇談会の様子

相川逸雄さん

目録贈呈の様子

　
元
和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の

相
川
逸
雄
さ
ん
（
瀬
田
１
丁
目
）
が
、
秋
の

叙
勲
（
旭
日
単
光
章
）
を
受
章
さ
れ
、
11

月
4
日
に
村
岡
県
知
事
か
ら
伝
達
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
相
川
さ
ん
は
、
平
成
11
年
か
ら
平
成
27

年
ま
で
の
4
期
16
年
に
わ
た
り
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
と
し
て
在
職
し
、
そ
の
間
8

年
間
は
委
員
長
と
し
て
選
挙
の
公
正
と
啓

発
、
投
票
率
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
投
票
所
に
お
い
て
、
身
障
者
や
お

年
寄
り
に
配
慮
し
た
段
差
の
解
消
や
車
椅

子
の
常
備
な
ど
弱
者
に
や
さ
し
い
環
境
作
り

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
受
章
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
消
防
団
員
と
し
て
の
永
年
の
活
動
と
功
績

が
認
め
ら
れ
、
天
羽
正
人
さ
ん
（
消
防
団

長
）
が
県
選
奨
（
社
会
活
動
功
労
）
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
天
羽
さ
ん
は
昭
和
51
年
の

入
団
以
来
、
消
防
団
員
と
し
て
約
40
年
間
、

消
防
団
活
動
に
精
励
さ
れ
、
発
展
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
和
木
町
消
防
団
の
中
核
と
し
て
、
町
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
11
月
8
日
、一
般
社
団
法
人
和
木
町
地
域

振
興
協
会（
中
礒
利
博
理
事
長
）か
ら
山
口

県
共
同
募
金
会
和
木
支
会（
米
本
正
明
会

長
）に
、特
産
品「
瀬
戸
の
黒
麺
」の
売
上
金

の一
部
が
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
し
て
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、地
域
の
福
祉
向
上
を
目
的
と
し

た「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の一
環
で
す
。

地
域
振
興
協
会
で
は
、瀬
戸
の
黒
麵
を
寄
附

付
き
商
品
と
し
て
販
売
し
て
お
り
、昨
年

1,
5
8
9
食
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。

　
な
お
、同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
寄
付
さ
れ

る
の
は
こ
れ
で
3
回
目
と
な
り
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

相
川
逸
雄
さ
ん
　

旭
日
単
光
章
を
受
章

　
11
月
21
日
、
文
化
会
館
で
行
政
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
懇
談
会
は
、
町
内
全
22
地
区
の
自

治
会
長
と
米
本
町
長
を
は
じ
め
町
執
行
部
が

出
席
し
、
意
見
交
換
を
行
う
場
と
し
て
、

年
２
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、Ｆ
|
35
Ｂ
の
岩
国
基
地
へ
の
配

備
に
つ
い
て
、
防
災
メ
ー
ル
、
防
災
行
政
無

線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
斎
場
へ
の
多

目
的
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
、
敬
老
会
の
報

告
、
小
瀬
川
堤
防
道
路
の
通
行
止
め
に
つ
い

て
各
課
か
ら
報
告
事
項
を
行
い
、
続
い
て
自

治
会
長
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
騒
音
計
に
つ
い
て
、

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
、
役

場
庁
舎
の
耐
震
化
等
に
つ
い
て
、
引
込
線
跡

地
に
つ
い
て
な
ど
、
自
治
会
長
と
町
職
員
が

活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

行
政
懇
談
会

ま
ち
の
話
題

天
羽
正
人
さ
ん  

県
選
奨
を
受
章

ま
ち
の
話
題

地
域
振
興
協
会  

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
参
加
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赤ちゃんを抱く中学生 人権体操の様子

今西幸枝さん今福優さん

村本美喜子さん

松本久美子氏

芸能祭

展示会

　
11
月
６
日
、
文
化
協
会
主
催
の
文
化
祭

式
典
が
開
催
さ
れ
、
今
西
幸
枝
さ
ん
（
関
ヶ

浜
２
丁
目
）、
今
福
優
さ
ん
（
益
田
市
）
の

お
二
人
が
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
西
さ
ん
は
あ
ざ
み
の
会
や
子
ど
も
教
室

で
長
年
に
わ
た
り
お
世
話
さ
れ
、
今
福
さ
ん

は
四
境
太
鼓
の
立
ち
上
げ
当
初
よ
り
、
ご
指

導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
本
町
の
文
化
活
動
向
上
の
た
め
、

ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る
受
賞
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
11
月
14
日
、
文
化
会
館
で
和
木
町
人
権

施
策
推
進
協
議
会
主
催
の
「
和
木
町
人
権

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は“

福
こ
と
ば
　
毒
こ
と
ば
　
置

き
こ
と
ば
　「
言
葉
」は
心
の
食
材
（
栄
養
）

で
す”

を
テ
ー
マ
に
、こ
と
の
葉
　
ク
ロ
ー
バ
ー

代
表
の
松
本
久
美
子
氏
を
お
迎
え
し
、
ご

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
松
本
氏
の
人
生
を
通
し
て
経
験
し
た
で
き

ご
と
や
、“

言
葉”

の
種
類
、
大
切
さ
に
つ
い

て
約
１
時
間
30
分
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
28
日
に
村
本
美
喜
子
さ
ん
が
、
11

月
11
日
に
繁
原
美
智
子
さ
ん
が
、
満
90
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
式
典
後
に
行
っ
た
芸
能
祭
で
は
、
20
組
２

３
０
人
の
文
化
協
会
員
が
日
ご
ろ
の
練
習
成

果
を
発
揮
し
、
第
２
部
と
し
て
エ
イ
ケ
ン
ト

リ
オ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
多
く
の
声
援

を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
美
術
館
で
は
10
月
13
日
か
ら
11

月
13
日
ま
で
の
５
週
間
に
わ
た
り
、
書
道
や

生
け
花
、
絵
画
、
洋
服
な
ど
の
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。
会
期
中
は
延
べ
1,
1
8
1

人
の
来
館
者
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
来
館
い
た

だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ま
ち
の
話
題

和
木
町
文
化
祭

ま
ち
の
話
題

和
木
町
人
権
の
つ
ど
い

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　
11
月
2
日
に
和
木
中
学
校（
和
田
敏
明
校

長
）で「
中
学
生
と
乳
幼
児
の
ふ
れ
あ
い
体

験
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。町
内
の
乳
幼
児

と
保
護
者
17
名
が
参
加
。中
学
２
年
生
が
乳

幼
児
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
保
育
を
学
び
ま
し

た
。

　
来
場
者
に
質
問
を
し
た
り
、ダ
ン
ス
を
一
緒

に
踊
っ
た
り
す
る
な
ど
、終
始
笑
顔
の
絶
え
な

い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。講
演
の
最
後
に
は
、

人
権
体
操
を
中
学
生
と
行
い
、人
権
の
大
切

さ
を
歌
と
踊
り
で
伝
え
ま
し
た
。

　
松
本
氏
は
最
後
に
、「
自
分
の
財
産
と
な
る

“

福
こ
と
ば”

を
た
く
さ
ん
吸
収
し
、た
く

さ
ん
お
福
分
け
し
て
く
だ
さ
い
。」と
話
さ
れ
、

講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

中
学
生
と
乳
幼
児
の

ふ
れ
あ
い
体
験
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集合写真

会場の様子

平成28年度『和木町中学生議会』開催平成28年度『和木町中学生議会』開催
　
平
成
２８
年
１１
月
１２
日
、和
木
町
議
会
本
会

議
場
に
て『
和
木
町
中
学
生
議
会
』を
開
催

し
ま
し
た
。

　「
和
木
町
第
５
次
総
合
計
画
」の
策
定
に

際
し
、中
学
生
の
声
を
町
づ
く
り
に
活
か
す

た
め
に
有
効
な
も
の
と
し
て
、「
中
学
生
議

会
」が
ア
ン
ケ
ー
ト
の
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。和
木
町
の
将
来
を
担
う
中
学
生
の

意
見
を
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、学
校
・
議

会・行
政・教
育
委
員
会
が
連
携
し
、生
徒
た

ち
に
行
政
の
仕
組
み
や
議
会
運
営
の
方
法
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
ま
た
、和
木
町
で
は
、以
前
か
ら
選
挙
管

理
委
員
会
の
ご
協
力
を
得
て
、国
政
選
挙
な

ど
で
使
用
す
る
投
票
箱
を
使
っ
て
生
徒
会
役

員
選
挙
を
行
い
、中
学
生
に
対
し「
選
挙
」や

「
投
票
」を
体
験
す
る
機
会
を
設
け
て
き
ま

し
た
。今
回
、中
学
生
議
員
に
よ
る
模
擬
議

会
で
の一
般
質
問
を
行
い
、そ
の
中
で
近
い
将

来
の
主
権
者
で
あ
る
中
学
生
が
地
方
自
治
へ

の
興
味
・
関
心
を
深
め
る
契
機
に
な
れ
ば
と

考
え
た
か
ら
で
す
。

　
当
日
は
、緊
張
感
の
あ
る
中
、８
時
３０
分
か

ら
本
会
議
場
横
の
協
議
会
室
に
て
、事
前
会

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
確
認
、出
席
者
の
自
己
紹
介
を
し
、本
会

議
場
入
り
し
ま
し
た
。そ
の
後
、米
本
町
長
、

重
岡
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、野
脇
中
学

生
議
長・宮
原
中
学
生
副
議
長
の
紹
介
、あ
い

さ
つ
、町
民
憲
章
唱
和
が
あ
り
、議
会
開
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
中
学
生
議
員
１９
名
に
よ
る
鋭
い
質
問
と
、

様
子
を
見
守
る
町
議
会
議
員
、そ
れ
に
本
気

を
も
っ
て
応
え
る
町
長・教
育
長
、各
課
の
課

長
の
答
弁
、最
後
に
中
礒
議
長
か
ら
も
お
褒

め
の
言
葉
を
頂
き
、学
び
と
実
り
の
多
い
中

学
生
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
を
終
え
て
、中
学
生
議
員
か
ら
は「
緊

張
し
た
。」「
い
ろ
い
ろ
と
考
え
な
い
と
い
け
な

い
。一つ
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、バ
ラ
ン
ス
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
。」「
初
め
て
知
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
１０
年
後
も
２０
年
後
も
、例
え
ど
れ
ほ
ど
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
や
人
工
知
能
が
発
達
し
て
も
、思

い
や
り
や
慈
し
み
の
気
持
ち
を
も
っ
た
和
木
っ

子
た
ち
が
、こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た「
誠
実
さ

や
お
も
て
な
し
の
心
」な
ど
を
存
分
に
発
揮

し
、和
木
町
の
更
な
る
発
展
を
担
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

質問順位 質 問 者 質問内容

１
第１グループ  ・ 吉田世直（3年1組）

・磯部梨奈（2年2組）
・村重優奈（2年2組）

『税金を街灯に使えないか』

２
第２グループ  ・ 國廣圭乃（3年1組）

・ 亀田愛音（2年1組）
・ 中岡寛晶（1年1組）

『現在の教育の電子化、学生のスマホ
使用者増加について』

３
第３グループ  ・ 宮原真優（3年1組）

・ 松田陸来（2年1組）
・ 前田成美（1年1組）

『郵便局から、コンビニエンス・ストアまで
の道路について』

４
第４グループ  ・ 松井英世（3年2組）

・ 榊　流星（3年2組）
・ 粟河太陽（1年2組）

『環境問題について』

５
第５グループ  ・ 木村優奈（3年2組）

・ 竹内舜貴（2年1組）
・ 小林冬葵（1年2組）

『建設と福祉について』

６

第６グループ  ・ 野脇千夏（3年1組）
・ 村上脩馬（3年1組）
・ 松本誠也（2年2組）
・ 坂本健太（2年2組）

『住民が住みやすい町について』

日 程 件　名

第１ 議席の指定

第２ 会議録署名議員の指名

第３ 会期の決定

第４ 一般質問
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12
月
1
日
付
で
民
生
委
員
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
再
任
11

人
と
新
任
6
人
が
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び

山
口
県
知
事
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

●
退
任
さ
れ
た
方

　
11
月
30
日
を
も
っ
て
次
の
６
人
の
方
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
福
祉
の
向
上
に
多
大

な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　
松
並
末
乃
さ
ん
（
瀬
田
２
地
区
）

　
有
馬
將
雄
さ
ん
（
上
組
）

　
森
田
眞
須
美
さ
ん
（
前
組
・
背
戸
場
）

　
村
上
哲
生
さ
ん
（
加
賀
開
）

　
三
村
芳
民
さ
ん
（
中
灰
場
）

　
空
靜
子
さ
ん
（
新
地
）

 

民
生
委
員
児
童
委
員
と
は

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
豊

か
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
」の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

 

性
格
　
社
会
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
く
民
間

の
奉
仕
者
、
給
与
は
支
給
し
な
い

 

職
務
　
住
民
の
生
活
状
態
の
適
切
な
把
握

 

身
分
　
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

県
の
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
活
動

【
民
生
委
員
】

●
援
助
を
必
要
と
す
る
方
が
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
生
活

に
関
す
る
相
談
及
び
助
言

●
援
助
を
必
要
と
す
る
方
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適

切
に
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供

●
社
会
福
祉
事
業
者
等
の
事
業
ま
た
は
活

動
に
対
す
る
支
援

●
社
会
福
祉
事
務
所
等
の
関
係
行
政
機
関

の
業
務
に
対
す
る
協
力

●
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
、
住
民
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
の
活
動

【
児
童
委
員
】

●
児
童
及
び
妊
産
婦
の
生
活
環
境
の
把
握

●
児
童
及
び
妊
産
婦
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供

●
児
童
福
祉
司
ま
た
は
福
祉
事
務
所
の
社

会
福
祉
主
事
の
行
う
職
務
に
対
す
る
協
力

●
児
童
の
健
や
か
な
育
成
に
関
す
る
気
運
の

醸
成

●
委
嘱
を
受
け
ら
れ
た
方
（
担
当
地
区
）

ま
ち
の
話
題

暮
ら
し
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
ご
相
談
く
だ
さ
い

吉岡勝德さん
（全区）

得能尚子さん
（全区）

湯淺正行さん
（つつじヶ丘・蜂ヶ峯）

 新 鈴木尚子さん
（瀬田２地区）

岡田千鶴さん
（大谷・瀬田１）

吉國昌子さん
（緑ヶ丘）

三上房子さん
（関ヶ浜１・２）

西村澄子さん
（下組・中開）

正中佳代さん
（曙）

山本正子さん
（中組）

 新 竹本講治さん
（前組・背戸場）

 新 米村叔弘さん
（上組）

 新 坂口美知代さん
（新地）

岡﨑ひろみさん
（沖灰場）

 新 石山美枝さん
（中灰場）

正木孝行さん
（上灰場）

 新 山本和彦さん
（加賀開）

民
生
委
員
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

4



表彰者と重岡良典教育長

オーストラリアホームステイの発表

坂田真奈さんの英語スピーチ

　
11
月
8
日
、
文
化
会
館
で
第
27
回
和
木

町
「
教
師
の
日
」
記
念
式
典
を
小
中
学
生
、

教
職
員
、
保
護
者
や
教
育
関
係
者
な
ど
約

5
0
0
名
の
参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　「
教
師
の
日
」
に
は
、
和
木
町
の
教
育
理

念
で
あ
る
「
尊
師
親
愛
生
」
の
精
神
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。「
尊
師
親
愛
生
」
の
基
盤
は
、

「
師
」「
子
」「
親
」相
互
の
信
頼
関
係
で
あ
り
、

互
い
へ
の
感
謝
の
念
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
深
め
る
こ
と
で
、
教
育
は
そ
の
輝

き
を
増
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
も
「
教
師
の
日
」
に
子

ど
も
た
ち
の
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す

る
こ
と
と
し
、「
緑
の
風
発
表
会
」
を
行
い

ま
し
た
。
成
長
し
た
子
ど
も
の
姿
を
と
お
し
、

そ
れ
を
共
に
喜
び
、
成
長
を
支
え
て
い
る
裏

側
に
思
い
を
馳
せ
、
感
謝
し
た
い
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

　
今
年
の
「
緑
の
風
発
表
会
」
で
は
、最
初
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加
し
た

和
木
中
学
校
3
年
生
17
名
を
代
表
し
て
、

6
名
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
や
生
活
の

様
子
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
次
に
、
和

木
中
学
校
2
年
生
の
坂
田
真
奈
さ
ん
、
3

年
生
の
國
廣
圭
乃
さ
ん
が
英
語
ス
ピ
ー
チ
を

披
露
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
規
A
L
T
の

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
先
生
が
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ラ
ド

州
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
和
木
幼
稚
園
教
職
員
に
よ
る
発

表
、
和
木
幼
稚
園
年
長
組
が
歌
の
発
表
を
し
、

次
に
和
木
小
学
校
6
年
生
に
よ
る
合
唱
が

あ
り
ま
し
た
。
和
木
中
学
校
か
ら
、
今
年

度
和
木
中
文
化
祭
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
た
3
年
1
組
が
そ
の
歌
声
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
、

恒
例
の
「
和
木
町
民
歌
」
の
合
唱
を
行
い
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
発
表
会
を
終
え

ま
し
た
。

　
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
和
木
小
学
校
6
年
）

　
高
木
　
将
土
、
佐
伯
　
夢
星
、

　
西
原
　
大
翔
、
岩
岡
　
汰
星
、

　
松
本
　
錬
、
藤
森
　
温
大
、

　
杉
田
　
明
豊
、
佐
藤
　
睦
月
、

　
片
山
　
心
瑛
、
森
本
　
雄
大
、

　
清
水
　
聖
也
、
中
村
　
心
映

（
和
木
小
学
校
5
年
）

　
松
本
　
大
輝
、
山
田
　
恭
生
、

　
田
中
　
翔
、
秋
﨑
　
巧

・
第
9
回
春
季
全
日
本
小
学
生
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
山
口
県
予
選

第
２
位

・
第
10
回
中
国
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
第
3
位

　
重
松
　
乃
々
香（
和
木
小
学
校
6
年
）

・
平
成
28
年
度
第
22
回
ト
ラ
ッ
ク
協
会

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル 

会
長
賞

　
山
田
　
果
奈
（
和
木
小
学
校
6
年
）

・
平
成
28
年
度
第
22
回
ト
ラ
ッ
ク
協
会

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル 

優
秀
賞

　
嘉
屋
　
亜
沙
子（
和
木
小
学
校
3
年
）

・
平
成
28
年
度
第
22
回
ト
ラ
ッ
ク
協
会

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル 

優
秀
賞

　
山
奥
　
健
太
（
和
木
小
学
校
3
年
）

・
平
成
28
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
山
口
県
小
・

中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル 

会
長
賞

　
田
川
　
維
己
（
和
木
小
学
校
1
年
）

・
平
成
28
年
度
J
A
共
済
山
口
県
小
・

中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル 

会
長
賞

　
出
先
　
り
お
ん（
柳
井
学
園
高
校
1
年
）

・
山
口
県
学
校
関
係
善
行
者
表
彰
（
人

命
救
助
） 

受
賞

　
平
成
28
年
2
月
8
日
、
登
校
中
に
負

傷
し
た
児
童
を
助
け
る

第
27
回
和
木
町「
教
師
の
日
」開
催

ま
ち
の
話
題

【
教
育
委
員
会
表
彰
】（
敬
称
略
）
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幼小中文化祭・発表会

グランプリに輝いた3年1組

6年生による
「ルパンⅢ世のテーマ」

ダンスクラブによるダンス

園児たちによる劇

「英雄」の合唱

　
10
月
29
日
、和
木
中
学
校（
和
田
敏
明
校
長
）で
和
木
中

学
校
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
会
作
成
の
ビ
デ
オ
上
映
で
始
ま
り
、英
語
暗
唱
発

表
、自
由
研
究
発
表
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
発
表
、保
健
体
育
委
員

発
表
が
行
わ
れ
た
後
、合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
て
の
ク
ラ
ス
が
練
習
し
て
き
た
成
果
と
グ
ラ
ン
プ
リ
を

と
り
た
い
思
い
を
歌
に
込
め
、素
晴
ら
し
い
合
唱
を
披
露
し

ま
し
た
。グ
ラ
ン
プ
リ
は
自
由
曲
に
お
い
て
ア
カ
ペ
ラ
で
合
唱

す
る「
卒
業
」を
見
事
に
歌
い
上
げ
た
３
年
1
組
が
獲
得
し
、

3
年
生
に
も
負
け
な
い
合
唱
を
披
露
し
た
1
年
1
組
と
と

も
に
、岩
国
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た「
第
62
回
岩
国
市・和
木

町
中
学
校
合
唱
祭
」に
出
場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、自
主
企
画
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
吹
奏
楽
部
の
演
奏
も

披
露
さ
れ
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
11
月
15
日
、和
木
幼
稚
園（
高
橋
由
美
子
園
長
）で
年
長

組
の
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
会
は
、今
年
絶
好
調
だ
っ
た
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
帽

子
を
被
っ
て
の
合
奏
か
ら
始
ま
り
、「
も
も
組
」、「
う
め
組
」、

「
き
く
組
」の
順
番
で
劇
を
行
い
ま
し
た
。劇
は
昔
話
の
中

に
最
近
の
流
行
を
取
り
入
れ
た
創
作
劇
な
ど
で
、会
場
に

来
た
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
た
ち
の
前
で
元
気
よ
く
披
露
し

ま
し
た
。

　
最
後
は
全
員
で「
ス
マ
イ
ル
」を
歌
っ
た
後
、「
英
雄
」の
合

唱
で
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
ま
し
た
。園
児
た
ち
の
頑
張
っ
て

歌
っ
て
い
る
姿
や
、一
生
懸
命
練
習
し
た
役
を
演
じ
る
姿
に
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
、会
場
に
は
涙
を
浮
か
べ
る
人

も
い
ま
し
た
。

　
11
月
19
日
、和
木
小
学
校（
福
坂
通
恭
校
長
）で「
豊
か
な

心
を
育
む
学
習
発
表
会
」が
開
催
さ
れ
、保
護
者
や
地
域
の

人
が
、児
童
た
ち
の
応
援
や
発
表
の
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
学
習
発
表
会
で
は
、学
年
ご
と
の
合
唱
、合
奏
、音
楽
劇
、

学
習
発
表
や
、ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ダ
ン
ス
、吹
奏
楽
ク
ラ
ブ

に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し

た
。特
に
6
年
生
に
よ
る「
海
の
声
」の
合
唱
と「『
ル
パ
ン
Ⅲ

世
』の
テ
ー
マ
」の
合
奏
は
会
場
に
い
る
児
童
、保
護
者
の
心

を
掴
み
、ア
ン
コ
ー
ル
が
起
こ
る
ほ
ど
の
出
来
栄
え
で
し
た
。

　
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
揮
す
る
児
童
た
ち

に
、来
場
者
は
大
き
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。
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465

地域協育ネット 活動報告

　１１月２日、和木中学校において「中学生と乳幼児のふ
れあい体験」が実施されました。当日は、保育所の岸本
先生にご指導いただき、保健相談センター、母子保健推
進協議会の皆さんにもお手伝いいただきました。
　生徒の皆さんは、はじめは緊張していましたが、次第
に慣れて笑顔にあふれていました。子どもの笑顔にみん
なが癒されました。

○だがしや体験では１０月８日、２２日と準備を行い、３０日のわき
愛あいフェスティバルでは実際に「☆だがしや☆」を開店し
自分たちで仕入れた駄菓子を販売しました。売り上げは、社
会福祉協議会に寄付をしました。

 日時　平成２９年１月８日㈰
 場所　文化会館
 日程　10 時 30 分　受付開始

11 時　式典・記念撮影
12 時　アトラクション
13 時　終了予定

　式典・写真撮影は、保護者及び一般の方も入場できます。
新成人の門出をともにお祝いいただけたらと思います。
 問　教育委員会（☎53－3123）

平成２９年 和木町成人式

　広報１１月号においてお知らせしましたあいさつ運動の優秀
作品を、和木町
文化会館１階ホ
ワイエにて展示
をしております。
１２月１６日㈮まで
展示いたします
のでどうぞご覧く
ださい。

平成２８年度
あいさつ運動優秀作品の展示

○ちぎり絵では、夏休みに作成した作品を和木町文化祭にお
いて美術館で展示されまし
た。美術館にはたくさんの朝
顔の花が咲いていました。

○１１月２日の外・昔あそびでは、明本收二さんの田んぼにて
稲刈りの体験をしました。子どもたちは、鎌を使ったり、稲刈
り機を操作させてもらうなどしました。

○１１月５日に、宮島で森林の自然観察（指導者：村本正治さん、
村本禎子さん）を行い、保護者も含め約４０人の参加がありました。
　自然とふれ合う活動は、子どもたちにとって大変貴重な体験
になりました。

放課後子ども教室
「わきあいキッズ」活動報告

①「中学生と乳幼児のふれあい体験」
　１１月 6 日、小学生と Hello ! 60 健康ふ
れあい塾の皆さんで、桜公園花壇にチュー
リップの球根を植えました。来春にはたくさ
んの花が見
られると思い
ます。とても
楽しみです。

②さくら遊園地花植えボランティア
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12月の休館日 　利用者カードを持って図書館へお越し
ください。

＜ＣＤ＞
☆ＴＨＥ ＦＥＡＴ. ＢＥＳＴ/ＡＩ
☆Ａｒｅ Ｙｏｕ Ｈａｐｐｙ？/嵐
☆ＰＵＮＫＹ/木村カエラ
☆Ｎ ａｌｂｕｍ/Ｋｉｎｋｉ Ｋｉｄｓ
☆Ｈｅａｒｔ Ｓｏｎｇ Ｔｅａｒｓ/クリス・ハート
☆ＫＥＴＳＵＮＯＰＯＬＩＳ １０/ケツメイシ
☆Ｊｕｎｉｏｒ Ｓｗｅｅｔ/Ｃｈａｒａ
☆Ｄｅｃｏｒａｔｉｏｎ Ｔｒａｃｋｓ/ファンキー加藤
☆宇宙図書館 /松任谷由実
☆ジョアン/レディー・ガガ

＜一般書＞
『書楼弔堂　炎昼』　　　　　　　　　京極夏彦 著
『沈黙法廷』　　　　　　　　　　　　佐々木譲 著
『土の記』　　　　　　　　　　　　　　高村薫 著
『トコとミコ』                 　　　   　山口恵以子 著
『本バスめぐりん。』　　　　　　　　　　大崎梢 著
『ｉ（アイ）』　　　　　　　　　　　　　 西加奈子 著
『ｕｎｄｅｒ ｔｈｅ ｂｒｉｄｇｅ』　 　　　　　　　堂場瞬一 著

　金賞：大原虹 (年中 )・森脇雲奏唄 (４年 )
　銀賞：中谷俐斗 (年長 )・岡鉄生 (１年 )
　銅賞：重村詩(年長 )・田上優(年少 )・山本龍輝(２年 )・中野珠実(４年 )
※表彰式の様子・写真は、図書館まつりの結果報告とともに１月号広報
　に掲載します。

『「茶の湯」の密室　神田紅梅亭寄席物帳』  愛川晶 著
『ＧＯＳＩＣＫ ＧＲＥＥＮ』　　　　　　　　 桜庭一樹 著
『いまさら翼といわれても』　　　　　   米澤穂信 著

＜児童書・絵本＞
『いとしの毛玉ちゃん』　　　　　　　　　　　　　
　　　　　室井滋作、長谷川義史＆むろいしげる絵

『しちふくじん』　　　　　立川志の輔作、中川学絵
『こどものなかま』　　　レイン・スミス作、青山南訳
『ゆき、まだかなぁ』　　マーシャ・ダイアン・アーノルド文、
　　　　　　　　レナータ・リウスカ 絵、江國香織訳
『カレーライス　カレー男がやってきた ！ 』　　

赤羽じゅんこ作、岡本順絵
『スパゲッティ　スパゲッティ大さくせん』　

佐藤まどか作、林ユミ絵
『四年ザシキワラシ組』　こうだゆうこ作、田中六大絵
『なきむしにかんぱい ！ 』　宮川ひろ作、小泉るみ子絵
『森の石と空飛ぶ船』　　　　　　　　岡田淳作・絵
『チキン ！ 』　　　　いとうみく作、こがしわかおり絵

1 2 3
日 月 火 水 木 金 土

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

問合せ▼
TEL 54-0222　　FAX 54-0278

ホームページアドレス▼
http://www.waki-toshokan.jp/index.html

開館時間 平日▼９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▼９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

☆読書感想画コンクール受賞者（敬称略）☆

　クリスマスにちなんだ「しかけ絵本」や「ワクワクする絵本」を展示
します。楽しいクリスマスを絵本で読んでみてください。

☆クリスマスの絵本展☆

日　時▼
１２月１７日(土)
おはなし会サークル「ゆびとま」
１０時３０分～１１時
場　所▼
図書館おはなしの部屋
問合せ▼
図書館（☎54-0222）

クリスマスの
　　　おはなし会
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国保被保険者の方へ

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

　
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
平
成
26
年
4
月
の
消
費

税
率
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
所

得
の
少
な
い
方
に
対
し
、
制
度
的
な
対
応
を
行
う

ま
で
の
間
の
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

 

支
給
対
象
者

　
平
成
２８
年
1
月
1
日
時
点
で
和
木
町
に
住
民
登

録
が
あ
り
、
平
成
２８
年
度
の
町
民
税
（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。
た
だ
し
市
町
村
民
税
課

税
者
の
扶
養
親
族
や
生
活
保
護
受
給
者
等
を
除
く
。

 

給
付
額
　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
　
3
千
円

 

申
請
期
間
　
１２
月
５
日
㈪

　
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
9
月
上
旬
に
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）

　
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
は
、
賃

金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
所
得
の
少
な
い
年

金
受
給
者
の
方
を
支
援
す
る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

 

支
給
対
象
者

　
平
成
２８
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
対
象
者
の
う
ち
、

平
成
２８
年
5
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
高
齢
者
向

け
給
付
金
（
平
成
２８
年
5
〜
8
月
に
支
給
済
）
の

受
給
者
は
除
く
。

 

給
付
額
　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
　
3
万
円

 

申
請
期
間
　
１２
月
５
日
㈪

　
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
9
月
上
旬
に
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

 

問
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
–
2
1
9
5
）

臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

特定健診は受診しましたか？
　保健相談センターでの集団健診を受診され
なかった方には、特定健康診査受診券をお送
りしています。
　和木町及び岩国市内の医療機関で受診す
ることができます。
　まだ受診されていない方は、ご自身の健康
状態を確認するためにも、ぜひ特定健診をご
利用ください。
　受診券の有効期限は、平成２９年 3月３１日
です。

 問　保健福祉課（☎52－2195）

納めた国民年金保険料は全額が
社会保険料控除の対象です！

　過去の年度分や追納された保険料も含まれます。また、ご自身の保険
料だけではなく、配偶者やご家族（お子様等）の負担すべき国民年金保
険料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。

 問　岩国年金事務所（☎24－2222）保健福祉課（☎52-2195）

～ お手元に届いた「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、
年末調整・確定申告まで大切に保管を！ ～

　国民年金保険料は、所得税法及び地方税法上、社会保険料控除
としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
社会保険料控除を受けるために必要なもの
　平成 28 年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控
除を受けるためには、年末調整や確定申告を行うときに、領収証書な
ど保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書」が送付されます。

健康確認の機会として、後期高齢者医療の
健康診査を毎年受診しましょう。
健康確認の機会として、後期高齢者医療の
健康診査を毎年受診しましょう。
【対象者】 後期高齢者医療制度の被保険者
【受診期間】 平成２９年３月３１日まで
【健診項目】
　問診、診察、血液検査（貧血検査含む）、尿検査
【健康診査を受診するときに必要なもの】
　・健康診査受診券（水色の紙）
　・質問票
　・後期高齢者医療被保険者証
　・５００円（自己負担額として）
【健康診査の結果通知】
（以下のいずれかの方法で通知）
　・受診された健診機関から通知
　・受診された健診機関で結果を説明
【受診券をなくした場合】
　　被保険者証をご持参のうえ、和木町役場保健福祉
　課の窓口にて受診券の再交付申請を行ってください。
【問】 山口県後期高齢者医療広域連合
　　  保健事業推進係　（☎083-921-7112）

国民年金保険料を納付された期間 「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」の送付時期

平成 28 年 1 月 1 日～ 9月 30 日
までの間に納付された方 11 月上旬に送付されています。

平成 28 年 10 月 1 日～ 12 月 31 日
までの間に今年初めて納付された方 平成 29 年 2 月上旬に送付予定。

交通事故などで治療を受けるときは届出が必要です。
　交通事故など、第三者の行為によってケガをした場合でも、保健福祉課
へ届け出ることにより、国民健康保険を使って治療を受けることができます。
本来は加害者が治療費を負担するもの（自賠責保険など）ですので、国民
健康保険が一時的に立替払いをし、後日、加害者に請求します。
　交通事故などにあわれたときは、必ず保健福祉課に連絡し、届け出をして
ください。また、示談を結んでしまうと、給付費を返還していただく場合なども
あります。示談の前に必ず保健福祉課にご連絡、届け出をお願いします。
 届出に必要なもの 
○　被保険者証
○　印鑑
○　交通事故証明書（人身事故のもの）

 問　保健福祉課（☎52－2195）
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固定資産税は、毎年１月１日時点での土地や家屋などの所有者が、町に納める税金です。
○土地　平成２８年中に、土地の利用状況に変更があった場合、１２月２６日㈪までに届け出てください。
○家屋　平成２８年中に、家屋を取り壊して届け出を済ませていない人、家屋を新築して町の現地調査を受けてい
　ない人は、１２月２６日㈪までに届け出てください。
○償却　平成２９年１月１日現在に所有する、事業用の構築物や機械、備品などの資産を平成２９年１月２７日㈮ま
で　に申告してください。資産の異動がない場合や廃業、解散した場合も申告は必要です。
※経済産業省の認定を受けている太陽光発電設備で、発電能力が１０ｋW 以上の場合は、一般家庭でも償却資
　産の申告が必要です。
問 税務課　資産税係（☎52－2193）

固定資産税の届け出を

新年度新規保育所入所児募集
山口県特定（産業別）
最 低 賃 金 の 改 正
　山口県鉄鋼業、非鉄金属製錬・精製業、
非鉄金属・同合金圧延業、非鉄金属素
形材製造業最低賃金
　時間額　890 円
　山口県電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造
業最低賃金
　時間額　815 円
　山口県輸送用機械器具製造業最低賃金
　時間額　858 円
　山口県百貨店 ,総合スーパー最低賃金
　時間額　779 円
 効力発生日  12月15日㈭から
　なお、山口県最低賃金は10月1日から
　時間額　753 円
に改正されています。
 問　山口労働局

労働基準部賃金室
（☎083-995-0372）

　門司税関では、１２月に「年末特別警戒期
間」を定め密輸の取締り及び情報収集を強化
します。
　皆さまから寄せられる「密輸に関する情報」が、
密輸摘発の貴重な手掛かりとなっています。“不
審な話” や “うわさ” を耳にされたら、ご連絡を
お願いします。
 実施期間　１２月１６日㈮まで
密輸フリーダイヤル（☎０１２０－４６１－９６１）
 問　岩国税関支署（☎２１－７１３８）

 申請書配布　12 月1日から配布しています。
 受付期間　平成 29 年 1月5日㈭ ～平成 29 年 1月27日㈮
 受付及び申請書配布場所　新規入所は住民サービス課で受付いたします。
 入所資格　児童の父母、同居の親族及び児童の養育をされている人が、就業、
病気などの理由で児童の保育ができないと認められる場合。
 必要なもの
　・「支給認定申請書・現況届」「保育所等利用申込書」「支給認定理由申立
　  書」など
　・保育を必要とすることを証明する書類（雇用証明等）
　・平成２８年１月２日以降に転入された方は、平成２８年度住民税課税（非課
　  税）　証明書　※他の手続きで提出済みの方は不要
 入所決定　３月上旬（予定）
　＊年齢別の定員を超える入所希望があった場合は、入所選考で決定します。　
　  先着順ではありません。
　＊期限内に入所申込書の提出がない場合は、入所が困難に
　  なります。必ず期限内の提出をお願いします。
　＊保育所は平成２６年４月２日以降に出生した乳幼児が対象です。
　  ３歳以上のお子さまは幼稚園で教育・保育を実施します。
　※継続者の申請は保育所を通じて申込書をお渡ししています。
　　申込期限は12月26日㈪です。
 問　住民サービス課（☎５２－２１９４）

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町1-1-1）

内容 実施日 時間 予約電話番号

ストレス相談 12月20日（火）
※毎月第３火曜日 13：30～ 15：30 ☎ 29-1525

骨髄バンク登録 12月13日（火）
※毎月第２火曜日 受付 9：00～ 11：00

☎ 29-1523B・C型肝炎検査
HTLV－ 1検査

12月27日（火）
※毎月第４火曜日 10：00～ 11：00

エイズ検査
12月6・27日（火） 13：00～ 16：00

☎ 29-1519
12月13日（火） 13：00～ 16：00

17：00～ 19：00
いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号まで、ご連絡下さい。

密輸に関する情報提供を！
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12月の行事（わくわくタイム）
12月   8日　お話会
        22日　わくわくクリスマス会
　　　　　　 （腹話術けんちゃん）

12月の行事（うきうきタイム）
12月  ６日（火）発育測定（来所順）
　      9日（金）作ってあそぼ
　　　　　　　　(工作は25年度生対象)
　   １３日（火）誕生日会

不妊治療費助成制度について

一般不妊治療費助成制度 人工授精費助成制度 特定不妊治療費助成制度
男性不妊治療費助成制度

対象の治療 医療保険適用の不妊治療 医療保険適用外の人工授精 医療保険適用外の
特定不妊治療
（体外受精・顕微授精）

特定不妊治療の一環とし
て行われる医療保険適用
外の採精手術

対象となる方 夫及び妻の前年の所得の合計が７３０万未満の方 夫及び妻の前年の所得の合計が
７３０万円未満で妻の年齢が４３歳未満の方

助成額 １年度当たり３万円以内 １年度当たり３万円以内 治療１回につき
初回：上限３０万円
２回目以降：上限１５万円

治療１回につき
上限１５万円

助成回数・
期間

通年５年
（３年目以降は医師が必要
と判断したものに限る）

通年５年
（３年目以降は医師が必要と
判断したものに限る）

始めて助成を受ける際の妻の年齢が
◆４０歳未満：６回まで
◆４０歳以上４３歳未満：３回まで

※特定不妊治療助成制度
とあわせて申請した場合
に助成

赤ちゃんから、幼稚園に
あがるまでのお子さん
あつまれ！！

すっくちゃん

子育てサロン「たんぽぽ」

わくわくルーム

すくすく計測相談会

地域子育て支援センターからのお知らせ

うきうきクリスマス会
親子でクリスマスを楽しみませんか？
 日時　１２月１６日（金）１０～１１時
 対象　乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者
 内容　クリスマスのパネルシアターや手遊び、リズム遊び
 定員　１０組
  申　　地域子育て支援センターだより（保育所、保健相

談センター、図書館に設置）添付の申込書をご記
入下さい。お子さん一人につき、プレゼント代５０
０円と申込書を一緒に封筒に入れて保育所職員に
お渡しください。　　    申込期限　１２月６日（火）

　保健相談センターの講堂を親子ふれあいの場として開
放しています。
 日時　毎週木曜日　９時～１６時
　　　 わくわくタイム　１１時頃から
　　　 （わくわくタイムを実施しない日もあります）
　　　 　　１２月１・２９日はお休みです。

 場所・問　保健相談センター（☎52-7290）

　小さい赤ちゃんでも安心です。お気軽にご利用下さい。
 日時　１２月１５日（木）１３時３０分～１５時 受付
 対象　新生児・乳児・幼児　 ※事前申込み不要

　不妊治療を受けているご夫婦の経済的な負担を軽減するために、不妊治療費の一部を助成しています。

 内容　身長・体重測定、その他相談
 場所・問　保健相談センター（☎52-7290）

 日時　１２月２０日（火）１０時～１１時３０分
 対象　乳幼児（幼稚園に入園前まで）
 内容　室内での遊び・茶話会
 場所　和木２丁目第３集会所（山の手集会所）
 参加費　１家族１００円
 問　社会福祉協議会
　　 （☎52-8644）

うきうき広場
　親子がふれあい、楽しむ場です。
お待ちしています。
 日時　毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　 ９時３０分～１２時
　　　 １２月１６・２３・３０日はお休みです。
　　　 うきうきタイム（保育士による手遊び等）１１時頃～
　　　 所庭での外遊び  １１時３０分頃～
 対象　乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者

 場所・問　地域子育て支援センター（保育所２階）
　　　　　 （☎53-5551）

問　保健相談センター（☎52-7290）・岩国健康福祉センター（☎29-1523）

！

！

けんちゃんとクリスマスを
　　　　楽しみましょう♪

今年度より
増額
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1２月 ミルク回鍋肉
ホイコー ロ

お子さま連れ
の方も大歓迎
です。

問合せ
申込先

保健相談
センター

（☎52-7290）

か
ら
だ

応
援
ペ
ー
ジ

　健康のためにできること・・・まずは、自分のからだ
を知ることです！
 日時　１２月１２日 ㈪
　　　 １０時～１５時
 対象　一般の方　　
 内容　骨密度測定　
　　　 ※予約不要
 場・申　保健相談センター
　　　　 （☎52-7290）

　ご存知ですか？肺炎は日本人の死因の第３位であることを。しかも、亡くなる方の約９５％以上が６５歳以上
の方です。まだまだ元気と思っていても、年齢とともに抵抗力は低下していきます。
　肺炎予防のためには、手洗いうがいなどの感染予防、栄養運動休養による免疫力の向上、そして予防接
種があります。平成２６年度からは定期予防接種が始まりました。この定期予防接種は指定期間に一回のみ
対象となるものです。受け忘れにご注意ください。

自分のからだ測定会
～ 健康と体力 向上事業 ～

体幹を鍛える運動です。整ったからだを目指しましょう。
 日時　１２月９日 ㈮　１３時３０分～１５時
 準備　・動きやすい服装
　　　  ・室内シューズ
　　　 ・タオル
　　　  ・飲み物
場・申　保健相談センター
　　　　（☎52-7290）

知って、変わろう！知って、変わろう！

一人分エネルギー　２０５キロカロリー
牛乳でまろやかな味になり、野菜もシャキッと出来上がります。
（和木町食生活改善推進協議会 ５班）

元気アップ教室
運動編～ピラティス～

●作り方
①下準備　豚肉…一口大に切って塩を振り、下味をつける。にんにく・しょ

うが…みじん切り。キャベツ…ざく切り。ピーマン…ヘタと
種を取り除き、食べやすい大きさに切る。にんじん…食べ
やすい薄切りにする。

②フライパンで焼く　テフロン加工のフライパンにごま油とにんにく、しょうがを入れて火にかける。
香りが立ったら強火でキャベツとピーマンとにんじんを炒める。火が通ったら、一旦皿に取り出す。豚
肉も同じフライパンで焼いて取り出す。
③調味料を入れ、絡める　ⓐをフライパンに入れて、火にかけ、よく混ぜる。ひと煮立ちして、調味
料が全て溶けて混ざれば③を戻し絡める。

（材料４人分）
豚薄切り肉
キャベツ
ピーマン
にんじん
にんにく
しょうが
塩
片栗粉
ごま油
　   牛乳

ⓐ
   甜麺醤
　   しょうゆ
　   鶏がらスープの素
　   豆板醤｛

・・・・・・・ ２８０ｇ
・・・・・・・・・・・ ４００ｇ
・・・・・・・・・・・・・・ ２個
・・・・・・・・・・・・・ ４０ｇ
・・・・・・・・・・・・ １カケ
・・・・・・・・・・・・ １カケ

・・・・・・・・・・・・・・ 小さじ1/6
・・・・・・・・・・・ 大さじ３
・・・・・・・・・・・ 小さじ２
・・・・・・・・ 大さじ３
・・・・・ 大さじ１
・・・・・ 小さじ２
・・ 小さじ１

・・・ 小さじ1/2

65歳からの肺炎予防

平成２８年度 成人用肺炎球菌ワクチン予防接種
予防接種法施行令の一部改正に伴い、成人用肺炎球菌ワクチン予防接種が定期接種となっています。
実施期間　平成２９年３月３１日まで　（転居後、無効）
対象者　これまでに肺炎球菌ワクチンを一度も接種したことがない方で①②いずれかに該当する方
①以下の年齢、生年月日の方（年齢対象となる方へは、４月に通知済みです。紛失等の際はご相談下さい）

②60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫
　機能に障害を有する方
予診票の交付　通知された書類を保健相談センターに提出し、予診票の交付を受けてください。
　　　　　　　代理人が提出する場合は本人の記入、押印が必要です。
自己負担額　2,800円（生活保護受給者は無料、生活保護証明書が必要）

問　保健相談センター（☎52-7290）

平成 28年度内に到達する年齢 生 年 月 日
65 歳 昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生
70 歳 昭和21年4月2日～昭和22年4月1日生
75 歳 昭和16年4月2日～昭和17年4月1日生
80 歳 昭和11年4月2日～昭和12年4月1日生
85 歳 昭和 6年4月2日～昭和 7年4月1日生
90 歳 大正15年4月2日～昭和 2年4月1日生
95 歳 大正10年4月2日～大正11年4月1日生
100 歳 大正 5年4月2日～大正 6年4月1日生

該当の方なら、年
度中いつでも接種
できます。早目の
接種をおすすめし
ます。
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行

政

相

談

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
合
同
相
談
会

巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

第
68
回
人
権
週
間

凧
あ
げ
は
電
線
の
な
い
と
こ
ろ
で
！

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

相
続
、遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

〜
相
続
登
記
は
お
す
み
で
す
か
〜

未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記

日
時

場
所

日
時

場
所

時
間

場
所

問

問 問

問問

日
時

場
所

内
容

日
時

日
時

主
催

日
時

場
所

問 場
・
問

申
・
問

主
催

問

各
種
お
知
ら
せ

　 
　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
って
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　 

12
月
16
日
㈮
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
–
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日
に
8
時
30
分

〜
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で
行
って
い
ま
す
。

　　
　 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

　
　 

12
月
16
日
㈮
　
9
時
〜
12
時

　
　 

総
合
コ
ミュニテ
ィ
セ
ン
タ
ー  

１
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　 

行
政
書
士
　
用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
–
3
3
7
5
–
1
1
5
2
）

　
　 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　 

12
月
22
日
㈭
　
9
時
〜
12
時

　
　 

総
合
コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
健
康
相
談
室

　 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

岩
国
市
役
所
前
事
務
所（
☎
22
–
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
毎
月
第
4
週
に
開
催
を
予
定
で
す
。

　
悩
み
事
は
、
抱
え
込
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
　 

12
月
17
日
㈯
　
10
時
〜
16
時（
予
約
制
）

　
　 

岩
国
市
役
所
4
階

　
　 

・
く
ら
し
の
相
談
（
山
口
県
弁
護
士
会
・
岩

国
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
岩
国
市
社
会

福
祉
協
議
会
）

・
し
ご
と
の
相
談
（
ハロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
・
し
ゅ

う
な
ん
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
障

害
者
就
業
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
蓮
華
）

・こ
こ
ろ
の
相
談
（
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

岩
国
市
こ
ど
も
支
援
課
）

　
　
　
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
–
1
5
2
5
）

　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受
給

者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た

め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　 

12
月
20
日
㈫
　
13
時
〜
16
時

　
　 

文
化
会
館
　
２
階
商
工
指
導
室

　 

岩
国
公
共
職
業
安
定
所（

☎
21
–
3
2
8
1
）

　
12
月
4
日
㈰
か
ら
10
日
㈯
ま
で
は
「
人
権

週
間
」
で
す
。

「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　
〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　

　
未
来
へつ
な
げ
よ
う

　
違
い
を
認
め
合
う
心
〜
」

　
す
べ
て
の
人
々
が
人
権
を
享
有
し
、
平
和
で

豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
自
分
の
人

権
の
み
な
ら
ず
、
他
人
の
人
権
に
つ
い
て
も
正

し
く
理
解
し
、
人
権
を
相
互
に
尊
重
し
合
う

と
と
も
に
、「
相
手
の
気
持
ち
」
を
考
え
、「
違

い
を
認
め
合
う
心
」
を
育
て
る
こ
と
の
大
切

さ
が
、
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
人
権
週
間
中
、
特
設
人
権
相
談
所
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
法
務
局
で
は

毎
日
（
休
日
を
除
く
。）
人
権
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
い
じ
め
、
虐
待
、
家
庭
内
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
に
つ
い

て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
特
設
人
権
相
談
所

　
　 

12
月
7
日
㈬
　
9
時
30
分
〜
12
時

　
　 

文
化
会
館
1
階
講
習
室

○
常
設
人
権
相
談
所

　
　 

8
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
平
日
）

　 
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

岩
国
市
錦
見
1
丁
目
16
–
35
　

（
☎
43
–
1
1
2
5
）

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
–
2
1
9
5
）

　
相
続
登
記
は
、
登
記
を
し
な
い
こ
と
に
よ

る
罰
則
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
い
間
、

相
続
登
記
を
し
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
、
さ

ら
に
相
続
が
発
生
す
る
こ
と
で
、
相
続
人

（
子
・
孫
・
ひ
孫
な
ど
）
の
数
が
次
第
に
増

え
て
し
ま
い
、
誰
が
相
続
す
る
の
か
話
し
合
っ

て
決
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
って
し
ま
う
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
法
務
局
で
は
、
司
法
書
士
や
土
地
家
屋
調

査
士
と
連
携
し
て
相
続
登
記
が
未
了
の
土
地

や
建
物
を
解
消
し
、
増
や
さ
な
い
た
め
の
取

組
（
相
続
登
記
促
進
）
を
行
って
い
ま
す
。

　
自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、「
未
来
に

つ
な
ぐ
相
続
登
記
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

　 

山
口
県
司
法
書
士
会

（
☎
0
8
3
–
9
2
4
–
5
2
2
0
）

　 

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43
–
1
1
2
5
）

　「
凧
あ
げ
」
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
次
の

こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・「
凧
あ
げ
」
は
近
く
に
電
線
の
な
い
広
い
場

所
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
も
し
凧
が
電
線
に
か
かっ
た
ら
、
自
分
で
取
ら

ず
に
必
ず
中
国
電
力
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
電
線
に
は
絶
対
に
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　 

中
国
電
力
㈱
岩
国
営
業
所

（
☎
0
1
2
0
–
6
1
0
–
7
6
3
）

※
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
に
繋
が
り
ま
す
。
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ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
長
杯

第
４
回
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
由
宇
大
会

第
35
回
清
流
線
少
年
少
女

親

睦

球

技

大

会

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部

岩
国
リ
ー
グ
お
別
れ
大
会

第
25
回
大
内
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　 

10
月
16
日

　
　 

岩
国
高
校
広
瀬
分
校
体
育
館

　
　 

Ｂ
ブ
ロッ
ク
　
準
優
勝

　
　 

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　 

ミ
ニバ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　 

10
月
30
日

　
　 

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　 

優
勝
　
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　 

10
月
9
日

　
　 

大
内
南
小
学
校
体
育
館
他

　
　 

Ｂ
級
　
第
2
位

　
　 

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
　
　
　

　
　 

10
月
11
日

　
　 

ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

　
　 

Ｂ
級
　
準
優
勝

　
　 

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
晴
れ
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
10
月
27
日
、
山
口
市
民
会
館
で
第
66

回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
が
開
催

さ
れ
、
和
木
町
か
ら
次
の
方
々
が
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

☆
山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

（
社
会
福
祉
事
業
協
助
者
）  

吉
岡
　
　
勝
徳
 
 

 

髙
倉
　
　
英
子
 
 

 

伊
津
美
　
光
子
 
 

 

村
中
　
　
正
紀
 
 

 

吉
森
　
　
静
生
 
 

 

松
ノ
木 

ミ
ナ
子
 
 

 

林
　
　
　
正
枝
 
 

 

澄
川
　
貴
美
子
 
 

 

村
上
　
ミ
ヤ
コ
 
 

 

三
原
　
喜
久
江
 
 

 

村
岡
　
　
智
枝
 
 

 

髙
﨑
　
　
和
子
 
 

 

米
元
　
　
恭
子
 
 

 

桝
本
　
美
佐
子
 
 

 

末
岡
　
　
房
江
 
 

 

☆
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会

長
表
彰
（
永
年
勤
続
民
生
委
員
児
童

委
員
表
彰
）

有
馬
　
　
將
雄
 
 

 

　
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
い
て
の
ご
活
躍
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

ス

ポ
ー
ツ

期
日

結
果

期
日

会
場

結
果

期
日

会
場

結
果

場
所

期
日

結
果
場
所

ミニバスケットボール部
ソフトボール部

バレーボール部 バレーボール部

体
育
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

（
管
理
）及
び（
清
掃
）募
集

体
育
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

（
管
理
）及
び（
清
掃
）募
集

☆
社
会
福
祉
に
貢
献
☆

☆
社
会
福
祉
に
貢
献
☆

管
理

　
　
　  

平
日
　
　
17
時
15
分
〜
21
時
15
分

　
　
　  

土
・
祝
日  

8
時
30
分
〜
21
時
15
分

　
　
　  

日
　
　
　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
１
週
間
交
代
制

　
　  

3,
8
0
0
円
／
日

　
　  

土
・
祝
日
　
9,
4
0
0
円
／
日

　
　  

日
　
5,
9
0
0
円
／
日

※
平
成
28
年
12
月
1
日
現
在
の
額

　
　
　
　  

昭
和
28
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
、
町
内
在
住
で
健
康
な
方

清
掃

　
　
　  

土
日
祝
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　  

8
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
残
業
あ
り

　
　  

8
5
0
円
／
時
間

※
平
成
28
年
12
月
1
日
現
在
の
額

　
　
　
　  

体
育
セ
ン
タ
ー
内
及
び
敷
地
内

の
清
掃
な
ど

　
　
　
　  

昭
和
２４
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
町
内
在
住
で
健
康
な
方

共
通

　
　
　
　  

１
名

　
　
　
　  

平
成
29
年
4
月
1
日
〜
平
成
29

年
9
月
30
日
（
6
ヶ
月
間
）（
延
長
の
場
合

あ
り
）

　
　
　
　  

市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
添

付
）
に
必
要
事
項
記
入
の
上
、体
育
セ
ン
タ
ー

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
書
類
選
考
を
行
っ

た
後
、
面
接
を
行
い
ま
す
。。

　
　
　
　  

12
月
11
日
㈰

　
　
　
　  

面
接

※
面
接
の
日
程
は
、後
日
、連
絡
い
た
し
ま
す
。

　  

体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
–
2
8
1
1
）

勤
務
日

勤
務
日

応
募
条
件

勤
務
時
間

仕
事
内
容

応
募
条
件

募
集
人
員

契
約
期
間

申
込
期
限

決
定
方
法

問 申
し
込
み

賃
金

賃
金
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 日時  12月3日㈯～ 12月11日㈰ 10 時～ 17 時
 入館料  無料
 場所  美術館（アートウィング）
 内容  山口県の小学生・中学生・高校生による「みか
んのポスター」デザインを展示します。
 問  文化協会事務局（☎52‐2191）

瀬戸内デザイングランプリ
2016入賞作品展

 日時  平成 29 年 1月7日㈯ 9時から
 会場  総合コミュニティセンター3階集会室
 対象  小学生・中学生
 定員  40 名
 申込書  総合コミュニティセンターにあります。
 申込期限  12月20日㈫ 17 時
 問  文化協会事務局（☎52‐2191）

和木町新春書初め会
参加者募集

　みんなでお茶を飲みながら、楽しく過ごしましょ

う。

♪毎回、認知症地域支援推進員が、認知症に関する

心配ごと、悩みごとの相談に応じます。個室もあり

ますので、お気軽にご相談ください。♪

♪認知症を予防したいと思っている人、認知症の

人、介護をしている人、話し相手が欲しい人な

ど・・・一緒にわきあいあいと、お茶の時間を楽し

みませんか。♪

【次回のご案内】

 日時  12月19日㈪　13時30分～15時

　　  （時間内　出入り自由）

 場所  保健相談センター

 参加費  200円（飲み物とおやつ代）

 問・申  地域包括支援センター

　　　  （☎52-2196）

オレンジカフェだより
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町営山の手団地入居者募集

　気温が氷点下になると水道管が凍りやすくなります。水道管が凍ると水が使えないばかりか、修繕費用がかかるなど、
かなりのご負担となります。また、凍結する家庭が増えると、すぐには工事業者が来られないこともあります。寒さが厳
しくなる時は、凍結防止対策をとりましょう。
対策①　水道管を保温する
むき出しになっている水道管を発泡スチロール製等の保温材で保温する。またはビニールテープを巻く。
対策②　水道管の中の水を流れるままの状態にしておく
就寝前に蛇口から水を少量出しておく。
※出した分の水については水道料金がかかりますので出し過ぎにはご注意ください。
※お湯は出しっ放しにしないでください（ガスの安全装置が作動する可能性があります）。
蛇口が凍結してしまったら
蛇口にタオルを巻いて、ゆっくりと「ぬるま湯」をかけましょう。
※熱湯をかけると、水道管が破裂するおそれがあります。
水道管が破裂してしまったら
メーターボックス内の止水栓を閉め、水の流れを止めてください。しばらく水が止まらない場合は破損個所にタオルを巻
きつけるなどの応急処置を行ってください。修理は「指定給水装置工事業者」が行うこととなりますので、役場へお
問い合わせください。
 問　都市建設課・水道係　（☎52－2198）

冬の「水道管の凍結・破裂」を防止しましょう

場　　所　和木町和木２丁目２番５－１０２号（第５棟１階）
構　　造　鉄筋コンクリート造　３階建
募集戸数　１戸（３ＤＫ　７２．７㎡）
家 賃 額　２６,２００円～３９,１００円
共 益 費　約２,０００円
駐 車 場　１台／戸
申込資格
①現に自ら居住するために住宅を必要とする方（住宅に困窮している方）
②現に同居し、または同居しようとする親族のある方（２名以上）
③入居しようとする家族全員の収入合計が収入基準の範囲内にある方
（例）給与所得者が１名、妻、子供２名、計４名で入居を希望する場合は、世帯全員の所得の合計
　　　３,０３６,０００円以内が収入基準の範囲内
④連帯保証人が２名いる方、連帯保証人は入居者の親族または町内に居住する方
⑤現在、公営住宅（県営、市町村営）に居住していない方
⑥入居を希望する家族全員が地方税等に滞納がない方
⑦申込者、同居または同居しようとする親族が、暴力団員による不当な行為の防止に関する法律（平成３年法律第７
７号）に規定する暴力団員でない方
入居可能日　平成２９年２月１日（水）
申込期間等　１２月５日（月）～１９日（月）※期限厳守　８時３０分～１７時１５分（土日を除く）
申込に必要な書類等
①申込書（都市建設課で配布）
②納税証明書（平成２８年度）　
③所得を証明する書類（平成２８年度の所得証明、課税証明書など）
※家族全員の所得を証明する書類が必要です。
④住民票　
※入居しようとする方全員の住民票が必要です。納税証明書、所得を証明する書類、住民票は、現在住んでおられ
る市役所などで発行されます。
抽 選 会　平成２９年１月中旬（予定）　　※別途、詳細をお知らせいたします。
決定方法　入居資格を有している方の申込者数が募集戸数を超える場合は、公開抽選を行い、入居者を決定します。
申込受付場所・問　都市建設課　（☎52－2197）
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和
木
駐
在
所
だ
よ
り

今 月 の 納 税
固定資産税……………３期分
町営住宅使用料……１２月分
国民健康保険料………６期分
介護保険料……………６期分
後期高齢者医療保険料…６期分

　町税などの納税は便利な口
座振替をご利用ください。
※納期限は１２月２６日㈪です。
　 税務課（☎52‒２１９３）問

敬
老
会
で
手
招
き
さ
れ
て
走
り
寄
る

老
い
は
ど
こ
や
ら
華
や
ぎ
あ
ふ
れ
る
 

井
口
美
智
子

チ
ュ
ー
ブ
ま
き
ち
ょ
っ
と
ち
く
り
と
し
ま
す
よ
と

ち
ゅ
う
し
ゃ
ば
り
さ
す
ち
が
ぬ
け
て
ゆ
く
 

横
川
美
代
子

た
ま
に
会
う
孫
の
成
長
驚
き
ぬ

息
子
夫
婦
の
背
丈
追
い
こ
す
 

村
上
　
敏
子

　茶
柱
が
立
ち
た
る
湯
呑
を
前
に
し
て

良
き
事
あ
れ
と
三
度
唱
え
た
り
 

向
田
登
美
子

　慰
霊
祭
開
扉
の
祝
詞
お
ご
そ
か
に

戦
死
の
方
へ
新
た
な
感
謝
 

森
本
　
初
子

　真
っ
白
の
き
の
こ
を
ひ
と
つ
見
つ
け
た
よ

緑
蔭
深
き
神
宮
の
杜
 

灰
岡
　
裕
美

　亡
き
母
の
指
三
本
の
塩
加
減

味
の
決
め
手
と
ま
び
き
菜
つ
け
る
 

藤
上
　
紀
子

和 

木 

俳 

句 

教 

室
（
11
月
句
会
）

◇
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
道
路
交
通
法
が一部
改
正
さ
れ
、平
成
29

年
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
講
習
制
度
に
関
す
る
規
定

○
75
歳
以
上
の
方

　
運
転
免
許
証
を
更
新
す
る
際
、認
知
機

能
検
査
の
後
、2
時
間
30
分
の
講
習
を
受
講

し
て
い
ま
し
た
が
、改
正
後
は
、認
知
の
機
能

検
査
の
結
果
に
よ
っ
て
、2
時
間
ま
た
は
3

時
間
の
講
習
に
な
り
ま
す
。

　
更
新
時
以
外
で
も
、認
知
機
能
が
低
下

し
た
と
き
に
起
こ
し
や
す
い
違
反
が
あ
っ
た

場
合
、臨
時
認
知
機
能
検
査
や
臨
時
高
齢

者
講
習
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
認
知
機
能
検
査
や
臨
時
認
知
機
能
検
査

で
、認
知
症
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ

た
方
は
、医
師
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

○
75
歳
未
満
の
方

　
3
時
間
の
講
習
か
ら
2
時

間
の
講
習
に
変
わ
り
ま
す
。

【
相
談
】

　
ド
ラ
マ
が
視
聴
で
き
る
サ
イ
ト
を

見
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
然
、
警
告
音

が
鳴
り
、
画
面
に
ウ
ィ
ル
ス
検
出
の

警
告
表
示
が
出
た
。
不
安
な
の
で
、

画
面
に
表
示
さ
れ
て
い
る
番
号
に
電

話
を
か
け
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
か
。

【
処
理
】

　
突
然
の
警
告
音
や
消
え
な
い
表
示

に
驚
く
こ
と
が
あ
って
も
、
慌
て
て
警

告
表
示
の
中
の
番
号
に
電
話
を
か
け

な
い
よ
う
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
こ
の
現
象
は
、
利
用
者
の
意
図
を

問
わ
ず
、
特
定
の
U
R
L
に
ア
ク
セ

ス
し
た
こ
と
が
原
因
で
表
示
さ
れ
る

も
の
で
、
実
際
の
ウ
ィ
ス
ル
感
染
に

よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｉ
Ｐ
Ａ（
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
）
に
よ
る
と
、
偽
り
の

ウ
ィ
ル
ス
検
出
の
警
告
を
信
じ
、
実

際
に
連
絡
を
し
た
と
こ
ろ
、「
パ
ソ
コ

ン
を
遠
隔
操
作
さ
れ
た
。」「
サ
ポ
ー

ト
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
が
解
約
し

た
い
。」
と
いっ
た
相
談
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

　
対
処
と
し
て
は
、
表
示
さ
れ
て
い

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
閉
じ
る
こ
と
で

す
が
、
中
に
は
通
常
の
操
作
を
行
っ

て
も
、
ブ
ラ
ウ
ザ
を
終
了
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

Ｉ
Ｐ
Ａ
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
相

談
窓
口

（https://w
w
w
.ipa.go.jp/se-

cu
rity

/an
sh
in
/m
g
d
ay
-

ori201606
21.htm

l

）

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課

（
☎
52
–
２
１
３
６
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
–
９
２
４
–
２
４
２
１
）

日
溜
ま
り
に
雀
の
声
や
今
朝
の
冬
 
 

浜
田
千
代
美

薔
薇
の
字
に
ル
ー
ペ
重
ね
て
秋
の
夜
 

小
川
　
誉
子

雲
は
る
る
深
き
谷
底
濃
紅
葉
 

 

灰
岡
美
穂
子

愛
犬
の
逝
き
し
か
否
や
冬
ざ
れ
に
 

平
岡
　
菊
江

金
木
犀
散
れ
ど
か
き
色
残
る
庭
 

山
重
　
杵
子

秋
冷
と
夜
景
の
頃
に
瀬
戸
の
宿
 

 

与
三
本
愛
子

和  

木  

短  

歌  

会

消費者生活相談
だより

偽りの警告表示に注意！

Vol.137

ば
　
ら

か
い  

ひ

の
り  

と
は
な
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おむつ交換台 多目的トイレ

わき  Ｎｅｔわき  Ｎｅｔ
飼い犬のフンは飼い主の責任で処分を！

野焼きは法律で禁止されています！

わきっこクラブ
新１年生入室希望者募集

放課後児童クラブ（わきっこクラブ）
補助員募集

斎
場
に

多
目
的
ト
イ
レ
と

お
む
つ
交
換
台
を

新
設
し
ま
し
た
。

　和
木
町
斎
場
に
多
目
的
ト
イ

レ
と
お
む
つ
交
換
台
を
新
設
し

ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
ト
イ
レ
よ
り
も

広
く
て
き
れ
い
な
た
め
、
高
齢

者
や
車
い
す
の
方
に
も
ご
利
用

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　役場には「飼い犬のフンの放置」に関する苦情が寄せられています。道路や公園
などで飼い犬がフンをしたときは、飼い主はフンを必ず回収してください。
　道路にフンを放置すると、不衛生で近所に多大な迷惑がかかり、通勤・通学やウォー
キングの妨げにもなります。また、一部の飼い主がフンを放置すると多くの人に迷惑を
かけるだけではなく、愛犬家全体の印象が悪くなります。
　犬を散歩させる時は必ずフンを回収する用具を携行するようにしましょう。

　野焼きとは、適法な焼却施設を使用しないで家庭から出たごみ等を焼却する行為
を指します。ドラム缶燃焼、ブロック積燃焼、穴を掘っての燃焼は野焼きと同じです。
　野焼きは、「廃棄物の不適正な処理の防止」「周辺地域の生活環境に与える影響」
から、法律で原則禁止されています。近隣の人たちに迷惑を掛けない、住みよいま
ちにするために、ごみ処理などのルールをもう一度確認しましょう。
 野焼きは禁止ですが、いくつかは例外として認められています。
 ・農業者が行う耕作に伴う焼却
 ・とんど焼きなどの風俗習慣上または宗教上の行事を行うための必要な焼却
※例外の焼却を行う場合でも、煙に迷惑をする人達がいます。時間帯、天候等を良く考えるようにしましょう。

　わきっこクラブでは、来年度新１年生を対象
に申請書の配布及び受付を行います。申請
書配布及び受付は１２月２０日㈫より行います
ので、必要な方はわきっこクラブ（小学校プー
ル横）にて必要な書類をお受け取りください。
受付期間
12月20日㈫～平成29年1月27日㈮
※雇用証明書（両親）が必要となります。
※就職活動中の方は利用の対象とはなりま
せん。雇用証明書（予定を含む）が提出で
きる方が対象です。
 問  住民サービス課（☎52-2194）

　放課後児童クラブでは、臨時的に支援員が不足する場合の補助員
を募集しています。
勤務場所  放課後児童クラブ（和木小学校敷地内）
勤務時間  14時～18時（長期休業中の場合は8時から18時までの８時間）
賃金  資格のある方　900円／時間
　　  資格のない方　850円／時間
※資格とは、保育士、幼稚園・小学校教諭等
応募方法 市販の履歴書に必要事項（顔写真貼付）を記入し、住民サ
ービス課に提出してください。随時受付及び面接を実施します。
その他 運営状況により出勤をお願いしますので、雇用がない場合もあり
ます。
 問  住民サービス課（☎52-2194）
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10
月
30
日
、和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

メ
イ
ン
会
場
に
、「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
澄
み
渡
る

よ
う
に
綺
麗
な
青
空
の
下
、町
内
外
か
ら
訪

れ
た
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
恵
庭
市
職
員
を
迎
え
行
わ

れ
た
開
会
式
に
続
い
て
、ス
テ
ー
ジ
前
で
和
木

小
学
校「
緑
の
少
年
隊
」に
よ
る
花
の
苗
の
無

料
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。児
童
た
ち
は
少

し
緊
張
し
な
が
ら
も
、花
の
苗
を
も
ら
い
に

来
た
来
場
者
に
苗
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
四
境
太
鼓
の
力
強
い

演
奏
を
皮
切
り
に
、和
木
小
学
校
、中
学
校

吹
奏
楽
部
の
迫
力
の
あ
る
演
奏
や
、子
ど
も

た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
も
言
え
る

「
カ
ー
プ
Ｏ
Ｂ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」で
は
、達
川
光

男
氏
、渡
辺
弘
基
氏
に
、今
年
の
日
本
シ
リ
ー

ズ
の
考
察
、昔
の
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
話
な
ど
、

わ
き
愛
あ
い
フェス
テ
ィ
バ
ル
で
し
か
聞
く
こ
と

の
で
き
な
い
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。会

場
は
二
人
の
ト
ー
ク
に
終
始
盛
り
上
が
り
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
福
祉
バ
ザ
ー
や
飲
食
店

な
ど
多
く
の
店
が
立
ち
並
ぶ
ほ
か
、ふ
わ
ふ
わ

ペ
ン
ギ
ン
や
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
、来
場
者
は
皆
、笑
顔
で
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
北
海
道
物
産
展
は
今
年
も
大
人
気
で
、特

産
品
を
求
め
る
人
で
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し

た
。特
に
北
海
道
産
昆
布
は
人
気
で
、販
売

開
始
後
す
ぐ
に
売
り
き
れ
ま
し
た
。

　
豪
華
賞
品
が
当
た
る
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
で

は
、中
礒
実
行
委
員
長
や
河
内
副
町
長
が
抽

選
を
行
い
、当
選
者
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
会

場
か
ら
歓
声
で
ど
よ
め
き
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
閉
会
式
の
後
、も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
、閉

幕
と
な
り
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
ご
来
場
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

小学校吹奏楽クラブ

中学校吹奏
楽部

もち
まき

四境太鼓

ラッキー抽選会
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ニュースポーツ

ダンス

花の苗の
無料配布

北海道物産展

カープO
Bトークシ

ョー

小学生によるだがし販売

よちよち赤ち
ゃんよーいド

ン！

フリーマーケット広場
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各バンドからのお楽しみ

プレゼント&デジタルオーディオプレーヤー

も当たる！！

和木町の人口ピラミッド平成28年11月1日現在
総人口　6,524人（＋10人）
世帯数　2,815世帯（＋4）
和木町の面積　10.58㎢
（）内は前月比

女　3,309人（＋6人）男　3,215人（＋4人）

 日時　12月13日㈫９時～
 場所　総合コミュニティセンター前広場
 内容　新鮮な野菜の販売です。
皆さんのお越しをお待ちしておりますので、どう
ぞご利用ください。また、会員を随時募集してお
りますので、興味のある方はご連絡ください。
 問　住民サービス課（☎52－2194）
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195        　 

●
和
木
町
役
場

　12
月
29
日
㈭
〜
1
月
3
日
㈫

●
文
化
会
館

　12
月
29
日
㈭
〜
1
月
4
日
㈬

※
教
育
委
員
会
事
務
局
は

　12
月
29
日
㈭
〜
1
月
3
日
㈫

●
総
合
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　12
月
29
日
㈭
〜
1
月
4
日
㈬

※
総
合
コ
ミュニテ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
務
室
は

　12
月
29
日
㈭
〜
1
月
3
日
㈫

●
図
書
館

　12
月
29
日
㈭
〜
1
月
4
日
㈬

●
体
育
セ
ン
タ
ー

　12
月
28
日
㈬
〜
1
月
4
日
㈬

●
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　12
月
29
日
㈭
〜
1
月
3
日
㈫

●
総
合
福
祉
会
館

　12
月
29
日
㈭
〜
1
月
3
日
㈫

●
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

　12
月
29
日
㈭
〜
1
月
1
日
㈪

年
末
年
始
の

お
休
み

和木町生活改善実行グループ朝市

　平成29年1月1日以降、新たに雇用した65歳
以上の労働者だけでなく、平成28年12月末まで
に雇用した65歳以上の方でも、週20時間以上
勤務し、雇用見込みが31日以上ある場合は、雇
用保険の加入手続きが必要になります。
 問　ハローワーク岩国雇用保険課
（☎21－3281）

雇用保険の適用範囲が拡大されます


